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Ⅰ.戦略案の要点

Ⅰ.目的の把握

Ⅱ.各種仮説の立案と検討

Ⅲ.物量予測

Ⅳ.最適立地の選定

Ⅴ.最適在庫量の決定

Ⅵ.倉庫建屋・レイアウトの決定

Ⅶ.輸・配送の決定

Ⅸ.情報システムの決定

Ⅷ.人員配置と組織体制の決定

Ⅹ.投資効率と評価の提案

Ⅻ.戦略的提案書の作成

Ⅺ.能力査定と将来計画の提案



Ⅱ.各種仮説の立案と検討

Ⅳ.最適立地の選定

Ⅲ.物量予測
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Ⅰ.目的の把握

1.1.目的の整理

1.2.目的の選択

1.1.仮説の整理

1.2.仮説の選択

Ⅰ.戦略案の要点

1.3.条件の明示

1.1.地域・カテゴリー・荷姿の整理

1.2.地域・カテゴリー・荷姿の選択

1.3.予測手法と期間の選定

1.4.予測手法と期間の決定

1.1.目的別最適立地の整理

1.2.目的別最適立地の決定

A.目的の整理・確認

B.仮説の立案・選択

C.分析目的・手法の選択



Ⅴ.最適在庫量の決定
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4.1.保管目的の確認

4.4.建屋の選定と決定

4.5.倉庫内レイアウトの
決定

5.1.TC/DCの確認

5.2.現行在庫量の分析と確認

5.3.補充・配送リードタイム
の決定～P.P.142～148

5.4.適正在庫量・保管形態
間口・補充量の検討

5.4.適正在庫量・保管形態
間口・補充量の決定

Ｖ

Ⅵ.倉庫建屋・レイアウトの決定

4.6.倉庫内機器の決定

4.2.センター総合レイ
アウトの決定

Ｖ

4.7.倉庫システムの決定
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Ⅶ.輸・配送の決定

Ⅷ.人員配置と組織体制の決定

8.1.人員構成の検討

8.2.波動対応組織体制

8.3.総合支援組織体制

Ⅸ.情報システムの決定

7.1.現行輸・配送の分析

7.2.最適車種車両の決定

7.3.最適輸・配送ソフト
の決定

7.3.最適輸・配送システムの決定
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10.1.総投資の検証・確認

10.2.直接効果と間接効果の検証・確認
8.4.業績・効果測定システム

8.5.日々原価管理による透明
経営の確立と最適人員配置
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Ⅹ.投資効率と評価の提案

9.2.ネットワークシステム
の決定

9.3.入力情報の決定

9.1.情報システムの範囲・
目的の決定

9.4.ソフトの決定

9.5.ハードの決定

10.3.評価手法の選定

Ｖｖv



戦略案の基本ステップ

2010/4/18 6Y. Karasawa

国際ロジスティクス・SCM連盟名誉会長
日本ロジスティクスシステム学会会長

工学博士 唐澤 豊


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6

